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て
ど
れ
も
集
中
で
き
ま
せ
ん
。
勿
論
、
仕
事
が
出

来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
Ａ
さ
ん
は
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

た
い
の
で
し
ょ
う
か
？
「
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
良
い
こ
と
」
と
い
う
の
は
私
た
ち
の

価
値
観
で
、
Ａ
さ
ん
は
望
ん
で
い
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

ま
ず
、
私
た
ち
は
Ａ
さ
ん
に
集
中
し
て
仕
事
を

す
る
環
境
を
提
供
で
き
て
い
る
の
か
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
「
楽
し
く
な
い
」
「
や

り
た
く
な
い
」
「
ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な

い
」
状
態
に
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
や
れ
ば
出
来
る
か
ら
仕
事
を
し
て
欲
し
い
」

と
い
う
思
い
が
先
立
っ
て
職
員
に
よ
る
必
要
以
上

の
声
掛
け
や
働
き
か
け
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
Ａ
さ
ん
か
ら
す
る
と
「
楽
し
く
な
い

の
に…

」
「
や
り
た
く
な
い
の
に…

」
「
ど
う
し

て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
に…

」
頑
張
れ
と
言

わ
れ
る
。
こ
れ
は
Ａ
さ
ん
に
と
っ
て
ス
ト
レ
ス
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
Ａ
さ
ん
が
仕
事
に
集

中
す
る
こ
と
が
出
来
る
環
境
に
な
っ
て
い
る
の
か

を
見
直
し
、
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

強
度
行
動
障
害
の
研
修
で
講
師
の
方
が
「
利
用

者
さ
ん
に
対
し
て
支
援
が
必
要
な
い
状
態
が
利
用

者
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
良
い
状
態
な
ん
で
す
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
困
っ
て
い
る
か
ら
、
不
足

し
て
い
る
か
ら
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

「
も
っ
と(

仕
事
が)

出
来
る
よ
う
に
な
る
」
と

い
う
こ
と
に
能
力
が
あ
る
か
、
な
い
か
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
や
能
力
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
声
掛
け
す
ら
必
要
な
く
仕
事

に
取
り
組
め
る
、
そ
ん
な
環
境
作
り
を
目
指
し
て
、

本
年
度
は
障
が
い
特
性
に
合
わ
せ
た
環
境
の
整
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
大
き
な
柱
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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新
年
度
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向
け
て

く
る
み
福
祉
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理
事
長  

北
丸 

浩
一

社
会
福
祉
法
人
く
る
み
福
祉
会
は
、
こ
の
四
月

で
事
業
を
開
始
し
て
二
二
年
目
を
迎
え
、
夢
工
房

く
る
み
の
前
身
で
あ
る
『
く
る
み
共
同
作
業
所
』

の
開
所
か
ら
数
え
る
と
四
十
年
目
と
い
う
大
き
な

節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

利
用
者
数
名
と
職
員
一
名
か
ら
始
ま
っ
た
無
認

可
共
同
作
業
所
（
く
る
み
共
同
作
業
所
）
は
時
を

経
て
、
現
在
は
夢
工
房
く
る
み
（
利
用
者
四
一
名

と
職
員
二
六
名
）
、
く
る
み
の
樹
わ
か
ば
・
つ
ぼ

み
・
ホ
ー
ム
旭
ヶ
丘
（
利
用
者
二
二
名
と
職
員
二

九
名
）
に
至
り
ま
し
た
。

事
業
を
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
利
用
者
支
援
の
内

容
は
こ
の
四
〇
年
で
の
変
遷
は
目
を
見
張
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
開
所
当
初
の
職
員
へ
の
呼
び
方
は

『
○
○
先
生
』
が
主
流
で
、
支
援
学
校
（
当
時
は

養
護
学
校
）
を
卒
業
さ
れ
て
の
利
用
の
た
め
、
利

用
者
さ
ん
や
ご
家
族
さ
ん
に
と
っ
て
は
職
員
（
当

時
は
指
導
員
）
を
そ
の
延
長
線
上
で
の
呼
び
方
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

私
た
ち
は
、
先
生
で
は
な
く
共
に
歩
み
成
長
し

て
い
き
ま
す
の
で
『
○
○
さ
ん
』
と
お
呼
び
下
さ

い
、
と
よ
く
お
伝
え
し
て
い
ま
し
た
。
今
も
無
認

可
か
ら
利
用
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
は
『
○
○
先

生
』
と
お
呼
び
に
な
り
、
私
も
迂
闊
に
も
『
は
い

は
い
』
と
返
事
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
当
時
は
利

用
者
さ
ん
の
呼
び
方
も
様
々
で
『
○
○
さ
ん
』
は

基
本
で
す
が
、
愛
称
で
『
○
○
ち
ゃ
ん
』
と
よ
く

呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現
在
で
も
呼
ん
で

し
ま
い
が
ち
な
た
め
職
員
全
体
で
の
周
知
徹
底
を

行
い
常
に
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

話
が
少
し
逸
れ
ま
し
た
が
、
利
用
者
さ
ん
へ
の

支
援
も
当
時
の
『
指
導
』
か
ら
『
支
援
』
に
か
わ

り
、
働
く
こ
と
で
成
長
・
発
達
を
目
指
し
た
実
践

内
容
も
、
画
一
的
な
意
識
か
ら
個
々
の
障
害
特
性

を
重
ん
じ
た
取
り
組
み
へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

く
る
み
福
祉
会
で
は
、
こ
こ
数
年
に
渡
り
議
論
を

重
ね
特
に
『
強
度
行
動
障
害
』
の
方
へ
の
支
援
の

在
り
方
を
模
索
し
、
よ
う
や
く
具
体
的
な
事
業
方

針
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
理
事
会
に
提
案
で
き
る

に
至
り
ま
し
た
。

次
欄
で
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
さ

ん
に
と
っ
て
の
幸
せ
は
何
か
と
考
え
た
時
、
働
く

こ
と
が
全
て
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
持
つ
要
求
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
方
々
の
幸

せ
を
よ
り
具
現
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
法
人
理
念
で
あ
る
『
く
る
み
で
過
ご

せ
て
毎
日
が
楽
し
い
』
と
思
え
る
支
援
を
念
頭
に

新
し
い
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
今
後
と
も
く
る
み
福
祉
会

へ
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
た
ち
は
所
謂
「
利
用
者
支
援
」
と
い
う
も
の

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
職
員
さ
ん
か
ら

「
Ａ
さ
ん
は
能
力
が
あ
り
、
も
っ
と(

仕
事
が)

出

来
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
」
と
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
数
種
類
あ
る
作
業
に
対
し
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KURUMI no MORI information

販売予定 [令和6年4月～6月]

■柏原市立健康福祉センター ［12:00～12:45］
健康福祉センター オアシス ３階ロビー
令和6年4月16日(火)、5月14日(火)、6月11日(火)

■柏原市役所販売 ［12:00～12:45］※完売次第終了

本庁1階北出入口 または 2階かしわらテラス奥
令和6年4月12日(金)、23日(火)

 5月10日(金)、28日(火)
6月14日(金)、25日(火)

※変更になることもありますので、詳しくはお問い合わせください。

＜一般の方向けではありませんが、
毎月こちらでも販売させていただいています＞

 ■サラヤ大阪工場様        ■大阪府立西浦支援学校様

出店販売等につきましては、くるみ福祉会ホームページやくるみ

の森のSNS(Facebook、Instagram)でもご確認いただけま

す。くるみの森へ直接お電話いただいても結構です。

くるみの森の焼菓子が買えるお店

●岡村製油 直売所「コットンハウス」様（柏原市堂島町）
●おそうざい お弁当「tant-tant」様（柏原市国分西）
●玄米食堂すみれ様（藤井寺市道明寺）

●パンと暮らしのcoccoya様（藤井寺市道明寺）
●市立柏原病院 売店様（柏原市法善寺）
●国分病院 売店様（柏原市旭ケ丘） 他

072-978-3082（担当：阿部）

くるみの森

‘より美味しいもの’を追求することが売り上げアップに繋がると信じて、現在品質向上の為に改良を重ねています。大きな変化で

はなく、お菓子作りをする上での基本的なことを見直しています。

冬場はバターが固く、なかなか常温に戻りません。固いまま混ぜるとハンドミキサーのビーターに詰まったり（故障の原因になりま

す）、卵と合わせたときに分離して膨らみが悪くなったりします。その改善策としてバターを電子レンジで軽く加熱して常温に戻し

ました。するとすぐにバターをクリーム状にすることができました。しかし、バターが常温になることで次は卵との温度差で分離しやすく

なってしまったのです。卵は電子レンジで加熱できない為、ぬるま湯に数分間浸すことで常温に戻すことができました。これらの適

切な温度管理を行なうことで、冬場の寒い環境下でも品質を保つことができるようになったのではないかと思います。

また、小麦粉をゴムベラで混ぜる際、練るように混ぜると小麦粉のグルテンという成分による粘りがでてしまう為、生地を縦に切る

ように混ぜることで、クッキーはサクサク、パウンドケーキはふんわりとした仕上がりになります。利用者の皆さんにも実践して頂いて

いますが、一度の声かけですぐにコツを掴んで実践できる方、今までのように練るように混ぜる方、様々でした。意外だったのは、

ほとんど取り組んだことのない方が上手く混ぜられていたことでした。

品質向上の他にもその方の作業の選択肢が広がったことは職員と

してとてもうれしい収穫でした。

他にも品質向上の為に色々と試行錯誤してきましたが、それは機

会があればまた書かせてもらいたいと思います。 ＜小林＞ 

グループホームの暮らし

＜寄付金＞ ◆令和6年2月22日 籐の会 様 ＜寄贈品＞ ◆令和6年1月30日 匿名 様 DVDプレーヤー

ありがとうございました

夢
工
房

く
る
み
News 

& 
Reports

くるみの森班は、1月に新年会として外食と商売繁盛祈願へ行ってきまし

た。食事に行った青葉仁福祉会様が運営されているカフェ・ベーカリー クラ

ムボンは、クラシック調の建物が木々に囲まれていて落ち着いた雰囲気のお

店でした。くるみの森班と同様、障害をもつ人たちが支援を受けながら働い

ておられ、私たちと仕事内容は違えど、自分の役割を意識し、任された仕

事を全うされている姿に、くるみの森班の利用者様も何か感じる部分があっ

たのではないでしょうか。料理もパンも本格的で満足されている様子でした。

食事の後は、毎年恒例の商売繁盛祈願。今年は生駒の宝山寺へお

参りしました。物価高で消費者側も生産者側も苦しい時代ですが、今年

もたくさんの仕事を頂けることを祈願するとともに、最低でも給料を維持、で

きればアップできるよう様々な工夫をしなければならないと決意する職員一

同でした。 <小林＞ 

毎
年
恒
例

夢
工
房
く
る
み 

大
忘
年
会

く
る
み
の
森
班

 

新
年
会

リ
サ
イ
ク
ル
班

防
災
体
験
と
ご
は
ん
の
会

12月23日(土)に毎年恒例の夢工房くるみ大忘年

会を行いました。コロナ禍にあっても一年間のみなさん

の頑張りを共に労うため、感染症対策を行いながら続

けてきました。

今年の大忘年会は、富田林市の亀の井ホテルで懐

石弁当に舌鼓を打ちながら一年間の活動を振り返る

楽しい時間を過ごしました。皆さんが盛り上がるのは

食事後半のくじ引き大会！商品は特大のお菓子詰

め合わせや、カップラーメンのセットなどを揃えました。く

るみからホテルまではホテルの送迎バスも用意して頂き、

片道小一時間のちょっとした旅行気分も味わえました。

感染防止対策のため全体で集まる機会も少なく

なっている中、「ともに」働き、過ごしていることを実感で

きる忘年会になりました。 <大月＞ 

「探求心」

1月30日、リサイクル班は防災体験とごはんの会へ出かけました。

まず、堺市美原区にある堺市総合防災センターへ。数種類の体験コースの中から要

支援避難コースを体験させていただきました。地震体験では、震度７は立っている事すら

難しく、しゃがみながらも頭を手で守っている姿が印象的でした。また、暗闇避難体験で

は、火災時の煙で視野が遮られるので、姿勢を低くして口をおさえて逃げるように言われ

たのですが、これが難しい…。このような体験を通して利用者さんも職員も意識が変わっ

たのではないかと思いました。

続いて、お楽しみの串カツ食べ放題へ。自分で揚げるス

タイルが初めての人もいたので作り方を説明すると、見よう

見まねで上手に揚げて楽しんでいました。白ご飯とかやくご

飯の炊飯器気が置いてあり、ある利用者さんから、白

ご飯を茶碗に入れた後「かやくご飯も入れてもいい

の？」と聞かれたので「入れてもいいよ！」と答えると、白

ご飯の上にかやくご飯をのせ「こんなの初めてや！家で

はできない！」と嬉しそうなのが印象的でした。食べ方

に個性が出ていて、普段とは違う様子がたくさん見られ、

職員も楽しかったです。 ＜濱野＞

グループホームは、日中の作業や取り組みで疲れた心身を休め、次の日もしっかり日中活動できるよう、落ち着ける環境を提

供する場所であると考えています。ただ、それだけでは、メリハリのない生活になってしまうとも思います。そこで、今年度は春夏秋

冬、季節に合わせた行事を行ってきました。ホームの日常ではしない内容で、戸惑うこともあったかと思いますが、皆さんが好きな、

食べることを中心とした企画だったということもあり、楽しいと感じて頂けたのではないかと思っています。

新年度に向けての行事もすでに企画し始めており、昨年度好評だ

ったものは継続し、また、新たな企画も考えていけたらと思っています。

最後に、新年度は1日でも多く利用できる日を増やし、快適で、安

心して利用して頂けるグループホームを目指して参ります。

<ホームくるみの樹 管理者 塚本＞ 
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